
南
方
熊
楠
の
見
た
イ
ギ
リ
ス
の
考
古
学

│
│
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
を
中
心
に
│
│

＊

志

村

真

幸

は
じ
め
に

南
方
熊
楠
と
考
古
学
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
大
学
予
備
門
時
代
の
東
京
（
大
森
、
西
ヶ
原
）
で
の
土
器
の
収

集
、
一
九
一
〇
年
前
後
の
神
社
合
祀
反
対
運
動
（
古
代
の
史
蹟
が
神
社
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
、「
南
方
二
書
」

で
の
涙
壺
へ
の
言
及
）
か
ら
、
こ
れ
ま
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た（
�
）。

た
だ
、
こ
れ
ら
は
別
個
の
テ
ー
マ
と
し
て
独
立
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
相
互
の
連
関
を
欠
く
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ

の
点
に
関
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
時
代
の
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
（Society

of
A

ntiquaries
of

London

）
の
例
会
へ
の
参

加
と
い
う
要
素
を
く
わ
え
る
こ
と
で
、
一
連
の
つ
な
が
り
あ
る
も
の
と
し
て
描
け
る
の
で
は
な
い
か
。
な
お
か
つ
、

ア
ン
テ
ィ
カ
リ
／
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
熊
楠
の
活
動
の
根
幹
を
な
す
要
素
で
あ
り
、
帰
国
後
に
と
り
く
ん

だ
史
跡
保
存
活
動
／
天
然
記
念
物
指
定
運
動
の
出
発
点
に
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
熊
楠
が
ア
ン
テ
ィ

カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
か
ら
扱
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
生
涯
を
通
し
て
の
活
動
に
新
し
い
光
を
当
て
ら
れ
る
と

期
待
さ
れ
る
。

現
在
で
は
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
は
考
古
学
協
会
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
に
地
続
き
の
学
問
で
も
あ
る
の

だ
が
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
考
古
学
に
は
明
確
な
差
異
が
あ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
本
稿
で
総
合
的
に

示
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
、
実
在
す
る
物
体
と
し
て
の
モ
ノ
を
対
象
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
熊
楠

は
植
物
や
菌
類
、
変
形
菌
と
い
っ
た
実
物
を
研
究
対
象
と
し
た
一
方
で
、
書
物
と
い
う
テ
キ
ス
ト
に
こ
だ
わ
り
つ
づ

け
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
時
代
に
生
物
採
取
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
、『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』『
Ｎ
＆
Ｑ
』
へ

の
投
稿
お
よ
び
大
英
博
物
館
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
で
の
洋
書
の
筆
写
へ
と
重
点
を
移
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
植
物

学
か
ら
人
類
学
、
民
俗
学
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
研
究
へ
と
大
き
く
関
心
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
点
に
も
ア
ン
テ
ィ

カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
側
面
か
ら
迫
れ
る
だ
ろ
う
。

一

熊
楠
と
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
ア
ニ
ズ
ム

一
八
九
七
年
五
月
一
三
日
の
熊
楠
の
日
記
に
は
、「
夕
館
よ
り
帰
途
鎌
田
氏
を
訪
、
世
子
方
に
行
、
鎌
田
氏
を
待

合
せ
、
九
時
過
古
物
学
会
に
行
く
。
畢
て
リ
ー
ド
、
ガ
ウ
ラ
ン
ド
二
氏
と
五
人
、
学
士
会
ク
ラ
ブ
に
行
、
一
飲
の
後

リ
ー
ド
氏
と
つ
れ
歩
し
て
其
宅
近
く
ゆ
き
分
る
」
と
あ
る
。
古
物
学
会
は
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
、
世
子
と
は
紀
州
徳

川
家
を
継
い
で
い
た
徳
川
頼
倫
（
一
八
七
二
〜
一
九
二
五
年
）（
�
）。
鎌
田
栄
吉
（
一
八
五
七
〜
一
九
三
四
年
）
は
紀

州
藩
出
身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
頼
倫
に
随
行
し
て
お
り
、
の
ち
に
慶
應
義
塾
の
塾
長
を
務
め
た
。
館
と
は
大
英
博
物
館

を
さ
す
。
リ
ー
ド
は
、
熊
楠
が
大
英
博
物
館
で
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
て
い
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ー
ド
。

そ
し
て
、
ガ
ウ
ラ
ン
ド
と
あ
る
の
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ラ
ン
ド
（
一
八
四
二
〜
一
九
二
二
年
）
で
、
一
八
七

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

＊
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
准
教
授
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二
年
か
ら
お
雇
い
外
国
人
（
化
学
、
冶
金
学
）
と
し
て
大
阪
の
造
幣
局
で
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
技
術
者
、
考
古
学

者
。
ゴ
ー
ラ
ン
ド
は
「
日
本
考
古
学
の
父
」
と
呼
ば
れ
、
関
西
を
中
心
に
、
九
州
や
東
北
、
朝
鮮
半
島
ま
で
訪
れ
、

古
墳
の
調
査
、
測
量
、
図
化
を
お
こ
な
っ
た
。
一
八
八
八
年
の
帰
国
後
は
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
、
人
類
学
会
、
ロ
イ

ヤ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
に
所
属
し
、
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
の
保
全
工
事
や
年
代
測
定
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

一
九
世
紀
末
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
考
古
学
」
は
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
と
人
類
学
会
の
二
ヶ
所
で
進
め
ら
れ
て
い

た
。
両
会
は
、
テ
ー
マ
的
に
も
メ
ン
バ
ー
的
に
も
重
複
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
リ
ー
ド
は
両
方
の
会
長
を
務
め
た
。

ゴ
ー
ラ
ン
ド
も
右
記
の
よ
う
に
両
会
に
所
属
し
、
一
九
〇
五
〜
〇
六
年
に
は
人
類
学
会
の
会
長
に
選
ば
れ
て
い
る
。

熊
楠
と
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
関
わ
り
は
深
い
。
大
英
博
物
館
で
熊
楠
と
親
し
く
交
わ
っ
た
Ａ
・
Ｗ
・
フ
ラ

ン
ク
ス
は
一
八
九
二
〜
九
七
年
に
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
の
会
長
、
リ
ー
ド
は
一
九
〇
八
〜
一
四
年
、
一
九
〜
二
四
年

の
二
度
に
わ
た
っ
て
会
長
を
務
め
た
。
熊
楠
が
初
め
て
フ
ラ
ン
ク
ス
と
リ
ー
ド
に
面
会
し
た
一
八
九
三
年
九
月
二
二

日
の
日
記
に
は
、「
片
岡
氏
と
ブ
リ
チ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ュ
ム
に
行
、
古
物
学
部
長
フ
ラ
ン
ク
ス
氏
及
助
手
リ
ー

ド
氏
に
面
会
。
午
餐
談
話
の
後
、
館
内
の
別
室
を
開
か
れ
、
仏
像
、
神
具
等
に
付
尋
問
あ
り
。
リ
ー
ド
氏
一
々
ラ
ベ

ル
に
筆
記
す
。
畢
て
邸
に
か
へ
り
、
談
話
の
後
、
夕
に
至
り
帰
る
」
と
あ
る
。
大
英
博
物
館
の
重
鎮
だ
っ
た
フ
ラ
ン

ク
ス
と
の
面
会
が
か
な
い
、
同
館
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
の
話
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ク
ス
が
古
物
学
部

長
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
大
英
博
物
館
に
はD

epartm
entof

A
ntiquities

と
い
う
部
署
が
あ
っ
た
。
こ
れ

が
一
八
六
六
年
にB

ritish
and

M
ediaevalA

ntiquities
and

Ethnography

と
な
っ
た
と
き
、
フ
ラ
ン
ク
ス
が
責
任

者
に
就
任
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
ス
の
死
後
は
、
リ
ー
ド
が
引
き
継
ぐ
。

一
八
六
六
年
の
部
門
名
の
変
更
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
一
九
世
紀
に
世
界
各
地
に
植
民
地
を
も
ち
、Ethnography＝

民
族
誌
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
文
物
が
本
国
へ
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
と
き
部
門
を
新

設
す
る
の
で
は
な
く
、
古
物
学
部
を
拡
張
す
る
か
た
ち
で
対
応
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
見
す
る
と
奇

異
に
思
わ
れ
る
が
、
両
者
の
近
親
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
（
た
だ
し
、
本
稿
で
は
深
入
り
し
な

い
）。こ

の
部
局
を
熊
楠
は
古
物
学
部
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、A

ntiquities

を
日
本
語
の
「
古
物
」
に
あ
て
た
。A

n-

tiquities

は
翻
訳
の
難
し
い
言
葉
で
、
お
お
よ
そ
古
代
の
遺
物
を
意
味
し
、
骨
董
品
や
古
美
術
品
と
訳
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
出
土
品
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
の
遺
物
を
は
じ
め
、
イ
ギ
リ
ス

の
石
器
や
土
器
、
貨
幣
や
宝
飾
品
、
中
世
の
彩
色
写
本
な
ど
も
ふ
く
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
か
な
ら
ず
し
も
高
価
な
品

物
に
限
ら
な
い
。
そ
し
て
、A

ntiquities

を
収
集
・
研
究
す
る
の
が
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
趣
味
・

態
度
の
こ
と
を
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
呼
ぶ
。

熊
楠
は
大
英
博
物
館
のB

ritish
and

M
ediaevalA

ntiquities
and

Ethnography

と
い
う
部
署
で
、
ア
ン
テ
ィ
カ

リ
協
会
の
会
長
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ク
ス
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の
助
手
の
リ
ー
ド
の
も
と
でA

ntiquities

の
整
理

と
調
査
に
携
わ
っ
た（
�
）。
す
な
わ
ち
熊
楠
はA

ntiquities

や
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
熊
楠
が
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
に
親
し
ん
で
い
っ
た
の
は
必
然
と
い
え
よ
う
。

熊
楠
は
渡
英
以
前
か
ら
「
古
物
」
の
語
を
用
い
て
お
り
、
一
八
八
五
年
一
月
三
一
日
の
日
記
に
「
古
物
学
用

二

十
九
箇
」
と
、
一
月
中
に
得
た
標
本
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
確
認
す
る
と
、
一
月
六
日
の

「
朝
六
時
半
よ
り
西
ケ
原
村
山
林
学
校
に
趣
き
、
松
下
友
吉
、
野
尻
貞
一
二
氏
と
校
内
及
び
滝
不
動
辺
に
あ
そ
ぶ
。

滝
不
動
辺
の
化
石
を
と
ら
ん
と
す
る
も
、
寒
氷
凝
固
し
て
手
を
下
す
べ
か
ら
ず
。﹇
…
…
﹈
此
日
二
氏
所
採
集
、
古

土
器
片
及
古
介
殻
を
獲
た
り
（
校
内
及
滝
不
動
辺
）」
に
あ
る
「
西
ケ
原
村
山
林
学
校
」
出
土
の
「
古
土
器
片
」
が

該
当
す
る
よ
う
だ
。
四
月
末
に
も
同
様
の
記
録
が
あ
り
、
熊
楠
は
「
古
物
」
を
考
古
学
的
な
遺
物
を
さ
す
言
葉
と
し

南方熊楠の見たイギリスの考古学
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て
用
い
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
。

幕
末
の
代
表
的
な
英
和
辞
典
で
あ
る
『
改
正
増
補

英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
一
八
六
七
年
）
を
見
る
と
、「A

ntiq-

uity

」
に
「
昔
時
、
古
人
、
古
物
」
の
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る（
�
）。
古
物
の
語
を
用
い
る
の
は
、
一
般
的
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、「A

ntiquarian,A
ntiquary

」
の
項
目
も
あ
り
、「
古
事
を
知
り
て
居

る
人
」
と
さ
れ
て
い
る（
�
）。

熊
楠
は
帰
国
後
も
「
古
物
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
つ
づ
け
、
蔵
書
の
分
類
に
「
古
物
」「
古
物
学
」
の
項
目
を
立

て
た
。M

.M
allet

のN
orthern

antiquities;
or,an

historical
account

of
the

m
anners,custom

s,religion
and

law
s,m

aritim
e
expeditions

and
discoveries,language

and
literature

ofthe
ancientScandinavians

（
一
八
四

七
年

南
方
熊
楠
顕
彰
館
所
蔵
番
号
﹇
洋377.24

﹈）
に
、「
北
方
古
物
志
」
と
訳
題
が
書
き
こ
ま
れ
た
例
も
あ
る
。

ア
ン
テ
ィ
カ
リ
に
つ
い
て
、
従
来
は
尚
古
家
、
好
古
家
と
訳
さ
れ
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
は
尚
古
趣
味
、
好

古
趣
味
、
古
物
趣
味
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
近
代
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
者
の
川
島
昭
夫
は
、
日
本
語
に
訳

す
こ
と
の
困
難
さ
を
述
べ
て
い
る
。「
ア
ン
テ
ィ
ク
ァ
リ
ー
の
訳
語
に
は
い
つ
も
悩
ま
さ
れ
る
。
私
が
長
年
愛
用
し

た
コ
ン
サ
イ
ス
辞
書
に
は
、「
尚
古
家
」「
好
古
家
」
と
い
う
語
が
収
録
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
の
電
子
辞
書
に
こ
の

語
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
現
代
語
に
あ
ら
ず
と
し
て
デ
リ
ー
ト
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。
か
わ
っ
て
「
古
物
研
究

者
」「
古
物
収
集
家
」
と
い
う
訳
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
ア
ン
テ
ィ
ク
ァ
リ
ー
と
呼
ば
れ
た

人
た
ち
の
、
生
来
の
性
癖
に
つ
き
動
か
さ
れ
る
、
止
む
に
止
ま
れ
ず
と
い
っ
た
心
理
的
動
機
の
部
分
が
窺
い
知
り
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
」（
�
）と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
ア
ン
テ
ィ
ク
ァ
リ
ー
が
行
う
の
は
「
調
査
」
や
「
研
究
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
行
い
た
い
か

ら
行
う
も
の
。
趣
味
の
領
域
と
い
っ
て
も
よ
い
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
問
と
し
て
承
認
さ
れ
、
た
と
え
ば
大
学
で
講

座
が
で
き
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
と
り
い
れ
ら
れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
」（
�
）と
述
べ
る
。

む
し
ろ
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
は
「
職
業
で
は
な
く
﹇
…
…
﹈
人
間
の
類
型
」
な
の
だ
と
指
摘
し
、「
い
た
ず
ら
に
過

ぎ
し
日
に
回
顧
的
な
愛
情
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
欠
陥
人
」、「
尚
古
家
の
行
う
こ
と
は
多
種
多
様
だ
。
教
会
の
窓
の

形
式
を
分
類
す
る
人
、
墓
碑
銘
を
書
き
止
め
る
人
、
古
書
を
収
集
す
る
人
、
迷
信
や
俗
習
を
集
め
る
人
、
燧
石
で
製

作
さ
れ
た
石
器
を
発
掘
す
る
人
、
系
図
を
作
成
す
る
人
、
古
英
語
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
人
、
古
代
ロ
ー
マ
人
の
格

好
を
し
よ
う
と
す
る
人
」（
�
）と
並
べ
て
い
る
。

ア
ン
テ
ィ
カ
リ
は
職
業
で
は
な
く
、
学
問
分
野
で
も
な
い
。
そ
の
た
め
、
意
義
や
境
界
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
多
様

で
あ
り
曖
昧
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
ま
さ
に
熊
楠
の
活
動
と
も
重
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
と
同

義
の
言
葉
と
し
て
、
右
記
の
『
改
正
増
補

英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
も
出
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
ア
ン
テ
ィ

カ
リ
ア
ン
と
い
う
語
が
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
も
っ
ぱ
ら
「
古
書
店
」「
古
書
業
者
」
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
な
っ
て

い
る
。

二

神
社
合
祀
反
対
運
動

熊
楠
が
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
へ
徳
川
頼
倫
ら
を
案
内
し
た
こ
と
は
、
神
社
合
祀
反
対
運
動
と
の
関
係
か
ら
、
橋
爪

博
幸
、
武
内
善
信
ら
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
き
た（
�
）。
熊
楠
の
文
化
財
保
護
の
出
発
点
の
ひ
と
つ
を
イ
ギ
リ
ス
に

想
定
し
、
エ
ッ
ピ
ン
グ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
の
保
全
運
動
と
並
ん
で
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
例
会
へ
の
出
席
（
お
よ
び
ゴ

ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流
）
が
注
目
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

神
社
合
祀
反
対
運
動
に
際
し
て
、
熊
楠
は
神
社
を
保
全
す
べ
き
理
由
を
多
数
挙
げ
た
。
そ
の
な
か
に
、
神
社
に
付

随
し
て
見
つ
か
る
遺
跡
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
訴
え
が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
の
原
点
に

56



ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
の
例
会
出
席
が
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
南
方
二
書
」
で
は
、
和
歌
山
市

の
日
前
宮
に
多
数
の
古
塚
が
あ
っ
た
が
破
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
件
、
神
子
浜
の
神
楽
神
社
の
古
塚
か
ら
イ
ン
ベ
（
斎

瓮
、
素
焼
き
の
土
器
）
が
盗
掘
さ
れ
た
件
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
）。
こ
う
し
た
考
古
学
的
な
遺
物
へ
の
注
目

は
、
ま
さ
に
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
た
ち
が
お
こ
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
時
に
、
こ
の
例
会
訪
問
お
よ
び
前
後
の
ゴ
ー
ラ
ン
ド
や
リ
ー
ド
と
の
意
見
交
換
は
、
日
本
に
お
け
る
天
然
記
念

物
と
い
う
制
度
そ
の
も
の
に
と
っ
て
も
重
大
な
意
義
を
も
っ
た
。
の
ち
に
徳
川
頼
倫
が
文
化
財
保
全
に
向
か
う
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
頼
倫
は
一
九
一
一
年
に
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
協
会
を
設
立
し
、
み
ず
か
ら
総
裁

に
就
任
し
た
。
同
会
の
目
的
は
史
跡
や
老
樹
の
保
存
に
あ
り
、
や
が
て
一
九
一
九
年
に
国
に
よ
っ
て
史
蹟
名
勝
天
然

紀
念
物
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
熊
楠
が
天
然
記
念
物
と
い
う
制
度
を
利
用
し
て
、
神
島
や
安
藤

み
か
ん
を
保
護
し
た
こ
と
も
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
と
の
関
わ
り
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

熊
楠
は
頼
倫
と
と
も
に
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
の
例
会
を
訪
問
し
た
こ
と
を
、
い
く
つ
か
の
機
会
に
記
し
て
い
る
。

「
神
社
合
祀
反
対
意
見
│
人
類
学
校
長
博
士
坪
井
正
五
郎
教
授
及
び
同
会
員
大
野
雲
外
君
に
与
へ
た
る
書
簡
」（『
牟

婁
新
報
』
一
九
一
〇
年
一
月
一
八
日
）
で
は
、「
予
幼
時
聞
及
べ
る
俚
謡
を
考
え
て
、
海
草
郡
和
佐
村
□
必
ず
古
器

隠
蔵
の
塚
有
る
べ
き
を
、
龍
動
で
旧
藩
主
徳
川
侯
に
話
し
申
上
け
る
に
、
近
年
侯
此
事
を
大
野
雲
外
君
に
話
し
、
遂

に
同
村
古
墳
石
棺
曲
玉
等
の
大
発
見
に
及
し
に
て
例
證
す
べ
し
」、
ま
た
「
廿
九
年
の
春
、
大
英
博
物
館
、
人
類
学

部
長
「
リ
ー
ド
」
氏
、
学
士
会
院
倶
楽
部
で
、
徳
川
侯
、
鎌
田
栄
吉
氏
及
び
予
を
饗
せ
ら
れ
し
時
、
以
前
中
の
島
造

幣
局
建
立
者
に
て
、
目
今
人
類
学
会
長
た
る
、「
ガ
ウ
ラ
ン
ド
」
教
授
も
来
り
て
「
日
本
人
が
陵
墓
制
の
古
塚
は
、

古
へ
帝
都
有
り
し
地
近
く
の
み
存
す
と
思
ひ
、
其
を
の
み
保
存
す
る
は
残
念
也
、
帝
都
付
近
な
ら
で
も
多
く
あ
り
、

仮
令
年
処
浩
漠
と
し
て
、
誰
等
人
の
物
と
分
ら
ず
と
も
、
貴
国
の
古
く
正
し
き
は
、
職
と
し
て
是
に
由
る
な
れ
ば
、

斉
く
悉
く
十
分
保
存
有
度
事
也
」
と
云
へ
り
」（
）と
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
大
英
博
物
館
の
部
局
名
が
「
人
類
学

部
」
と
さ
れ
て
い
る
。
エ
ス
ノ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
部
分
か
ら
、
こ
う
訳
し
た
の
だ
ろ
う
。

ほ
か
に
も
、「
英
国
滞
在
中
の
徳
川
頼
倫
侯
」（『
南
葵
育
英
会
会
報
』
三
〇
号
、
一
九
二
五
年
九
月
）
で
は
、

明
治
三
十
年
夏
、
小
生
案
内
に
て
侯
と
鎌
田
栄
吉
氏
と
三
人
、
英
国
皇
立
人
類
学
会
の
例
会
に
赴
き
し
こ
と

あ
り
。
諸
家
の
演
舌
過
ぎ
て
後
、
日
本
の
侯
爵
来
た
れ
り
と
て
、
会
員
二
、
三
の
人
、
侯
に
近
付
き
い
ろ
い
ろ

は
な談

さ
れ
た
り
。
そ
れ
よ
り
、
会
長
（
只
今
男
爵
）
チ
ャ
ー
レ
ス
・
ヘ
ル
キ
ュ
ー
ル
ス
・
リ
ー
ド
氏
と
学
士
会
員

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ガ
ウ
ラ
ン
ド
氏
（
中
の
島
の
造
幣
局
創
立
に
大
功
あ
り
し
人
。﹇
森
﹈
狙
仙
の
名
画
を
多
く
所

持
し
、
英
国
学
士
会
院
の
夜
会
ご
と
に
陳
列
し
て
自
ら
悦
ば
れ
し
が
、
大
戦
中
こ
れ
を
日
本
へ
売
り
戻
し
、
そ

の
金
を
国
家
へ
寄
付
せ
り
。
一
昨
々
春
、
本
山
彦
一
氏
拙
宅
を
訪
れ
し
時
の
話
に
、
熊
鷹
が
猴
を
掴
む
と
こ
ろ

の
名
画
幅
物
は
同
氏
が
買
わ
れ
た
由
）
が
、
侯
等
三
人
を
学
士
会
院
倶
楽
部
に
延
い
て
小
饗
宴
を
開
か
れ
、
そ

れ
が
済
ん
で
侯
と
鎌
田
氏
は
馬
車
、
ガ
ウ
ラ
ン
ド
氏
は
ど
う
し
た
か
記
臆
せ
ず
、
リ
ー
ド
男
と
小
生
と
打
ち
つ

れ
日
本
道
で
お
よ
そ
十
五
、
六
町
徒
歩
し
て
帰
り
候
。

そ
の
時
、
リ
ー
ド
男
、
小
生
に
問
い
し
は
、
か
の
侯
は
学
問
あ
り
や
。
小
生
答
う
、
学
問
は
あ
ま
り
好
ま
ぬ

方
な
り
。
よ
っ
て
博
物
館
へ
案
内
し
て
、
短
き
時
間
に
学
問
の
要
点
ど
も
を
面
白
く
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
、
半
日
ご
と
に
学
問
の
大
体
を
会
得
さ
れ
ん
こ
と
を
期
し
て
同
行
す
る
。
な
か
な
か
の
骨
折
り
な
り
。（
）

と
述
べ
て
い
る
。「
英
国
滞
在
中
の
徳
川
頼
倫
侯
」
は
、
頼
倫
の
逝
去
に
際
し
て
熊
楠
が
寄
せ
た
一
文
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
二
つ
の
記
録
を
見
る
と
、
会
の
名
称
と
、
訪
れ
た
年
に
不
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。「
神
社
合
祀
反
対

南方熊楠の見たイギリスの考古学
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意
見
」
で
は
、「
明
治
二
九
年
春
」（
一
八
九
六
年
）
に
リ
ー
ド
が
学
士
会
院
倶
楽
部
で
頼
倫
、
鎌
田
栄
吉
、
熊
楠
を

も
て
な
し
、
ゴ
ー
ラ
ン
ド
も
出
席
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
英
国
滞
在
中
の
徳
川
頼
倫
侯
」

で
は
、「
明
治
三
十
年
夏
」（
一
八
九
七
年
）
に
、
頼
倫
、
鎌
田
と
と
も
に
「
英
国
皇
立
人
類
学
会
」
の
例
会
へ
出
席

し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
従
来
は
熊
楠
と
頼
倫
が
一
八
九
六
年
と
一
八
九
七
年
に
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協

会
と
人
類
学
会
の
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加
し
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た（
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
熊
楠
の
記
憶
違
い
、
混
乱

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
熊
楠
が
頼
倫
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
一
八
九
六
年
七
月
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
人
の
初
顔
合
わ
せ

に
つ
い
て
は
、
吉
永
武
弘
が
詳
細
に
調
査
し
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
カ
フ
ェ
・
ヴ

ァ
レ
ー
で
開
か
れ
た
紀
州
出
身
者
に
よ
る
歓
迎
の
集
い
で
あ
っ
た
の
が
わ
か
っ
て
い
る（
）。
す
で
に
七
月
で
あ
り
、

「
春
」
の
段
階
で
両
者
が
と
も
に
行
動
し
て
い
た
は
ず
が
な
い
。
日
記
に
も
、
あ
て
は
ま
り
う
る
期
間
に
該
当
す
る

記
事
は
見
つ
か
ら
な
い
。

ま
た
、
古
物
学
会
と
英
国
皇
立
人
類
学
会
と
、
会
の
名
称
が
違
う
が
、
右
の
二
つ
の
文
章
、
さ
ら
に
こ
の
あ
と
見

て
い
く
熊
楠
の
回
想
に
明
ら
か
な
と
お
り
、
参
加
メ
ン
バ
ー
や
会
話
の
内
容
な
ど
、
語
ら
れ
て
い
る
内
容
は
同
一
で

あ
る
。
そ
し
て
人
類
学
会
に
つ
い
て
は
、
熊
楠
の
日
記
の
ど
こ
に
も
参
加
の
記
録
は
発
見
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
筆

者
は
、
熊
楠
お
よ
び
頼
倫
は
人
類
学
会
に
は
ま
っ
た
く
参
加
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
に
出
席

し
た
こ
と
を
、
の
ち
に
な
っ
て
思
い
違
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
混
乱
の
理
由
と
し
て
は
、
両
会
の
性
格
も
所
属
メ
ン

バ
ー
も
近
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

三

ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
と
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
た
ち

ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
は
、
一
七
〇
七
年
創
立
と
さ
れ
、
一
七
五
一
年
に
王
に
よ
る
認
可
が
与
え
ら
れ
、
ロ
イ
ヤ

ル
・
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
と
な
っ
た
。

ア
ン
テ
ィ
カ
リ
と
は
、
現
在
で
い
う
と
こ
ろ
の
考
古
学
、
歴
史
学
、
骨
董
に
関
心
を
も
つ
ひ
と
た
ち
で
あ
る
。
あ

く
ま
で
も
、
趣
味
と
し
て
携
わ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
た
ち
で
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
と
し
て
の
活
動
に
よ
っ
て
生
活
の
糧
を
得

て
い
る
の
で
は
な
い
。
協
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
大
土
地
所
有
者
（
貴
族
を
ふ
く
む
）、
医
師
、
法
律
家
、
聖
職
者

が
ふ
く
ま
れ
、
博
物
館
関
係
者
、
大
学
関
係
者
、
図
書

館
員
も
見
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ク
ス
と
リ
ー
ド
が
会
長
を

務
め
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に

か
け
て
は
、
博
物
館
関
係
者
が
重
き
を
占
め
る
よ
う
に

な
る
。
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
身
分

も
地
位
も
職
業
も
こ
と
な
る
ひ
と
び
と
が
、
趣
味
の
部

分
で
つ
な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ク
ス
と
リ
ー
ド
の
二
人
と
も
の
名
が
あ
る
一

八
九
五
年
の
役
員
一
覧
【
図
１
】
を
見
る
と
、
国
会
議

員
の
ほ
か
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
会
員
も
い
る
。

学
位
、
エ
ス
ク
ワ
イ
ア
な
ど
を
示
す
略
語
が
名
前
の
あ

と
に
並
び
、
肩
書
き
の
多
い
ひ
と
た
ち
で
あ
る
。

協
会
の
本
部
と
図
書
・
資
料
室
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ピ

カ
デ
リ
ー
に
あ
る
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
ハ
ウ
ス
に
置
か
れ

図 1
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て
い
る
。
こ
の
建
物
に
は
、
ほ
か
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
、
地
質
学
会
、
リ
ン
ネ
協
会
、
天

文
学
会
、
化
学
会
も
所
在
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
学
問
の
ひ
と
つ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
学
術
世
界
に
お
け
る
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
の
位
置
づ
け
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

二
〇
〇
七
年
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー
ツ
で
開
催
さ
れ
た
「
歴
史
を
つ
く
る
」
と
い
う
展
覧
会

は
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
の
設
立
三
百
年
を
記
念
し
、
同
会
の
収
集
品
を
中
心
に
そ
の
歴
史
を
た
ど
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ハ
ン
フ
リ
ー
・
ウ
ォ
ン
リ
ー
ら
三
人
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
タ
ヴ
ァ
ー
ン
で
顔
を
合
わ
せ
、
そ
の
後
も
会
合
を
継
続

す
る
こ
と
を
約
束
し
て
散
会
し
た
の
が
一
七
〇
七
年
一
二
月
で
、
そ
れ
か
ら
数
え
て
三
百
年
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
と
き
始
ま
っ
た
も
の
は
、
翌
年
ま
で
に
は
休
止
し
て
し
ま
い
、
改
め
て
会
合
が
催
さ
れ
、
現
在
ま
で

つ
づ
く
組
織
が
確
立
し
た
の
は
一
七
一
七
年
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
、
長
い
歴
史
の
あ
る
学
会
と
い
え
よ
う
。

ア
ン
テ
ィ
カ
リ
と
い
う
存
在
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
前
か
ら
お
り
、
一
七
世
紀
の
詩
人
で
あ
る
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
バ

ト
ラ
ー
は
『
ひ
と
さ
ま
ざ
ま
』
の
な
か
で
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
を
「
哲
学
者
ま
が
い
。
虫
が
食
っ
た
よ
う
な
世
迷
言

に
、
生
ま
れ
つ
い
て
の
奇
妙
な
愛
情
を
抱
い
て
い
る
。
さ
れ
ば
頭
蓋
の
中
に
虫
が
巣
く
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
」
と

酷
評
し
て
い
る（
）。

ま
た
川
島
に
よ
れ
ば
、「
英
国
の
誰
彼
に
つ
い
て
、
人
名
事
典
で
経
歴
を
確
か
め
て
い
る
と
、
思
い
が
け
ず
「
尚

古
家
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
い
つ
も
ほ
か
の
何
か
の
社
会
的
な
職
責
や
職
業
と
く
み

あ
わ
さ
れ
て
い
る
。
政
治
家
、
で
あ
っ
て
尚
古
家
と
か
、
文
学
者
、
で
あ
っ
て
尚
古
家
と
か
」（
）と
い
う
。
ア
ン
テ

ィ
カ
リ
が
職
業
で
は
な
く
、
趣
味
の
部
分
だ
と
い
う
の
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

川
島
は
、
ほ
か
に
も
た
と
え
ば
小
説
家
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
、
化
学
者
の
ボ
イ
ル
、
物
理
学
者
の
ニ
ュ
ー

ト
ン
に
も
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
の
一
面
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
ボ
イ
ル
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
妖
精
譚
を
集
め
た
し
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
は
聖
書
の
年
代
決
定
に
数
学
の
才
能
を
応
用
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
晩
年
に
、

そ
の
身
辺
に
あ
っ
て
思
い
出
話
を
聞
き
と
っ
た
の
は
、
一
七
一
七
年
に
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
が
再
組
織
さ
れ
た
と
き

の
中
心
人
物
で
、「
ド
ル
イ
ド
の
大
司
祭
」
と
渾
名
さ
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
テ
ュ
ー
ク
リ
と
い
う
牧
師
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
林
檎
の
逸
話
も
、
ス
テ
ュ
ー
ク
リ
が
記
録
し
た
も
の
で
あ
る（
）。

熊
楠
に
つ
い
て
従
来
は
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
博
物
学
者
と
い
わ
れ
て
き
た
。
博
物
学
と
は
、
動
物

学
、
植
物
学
、
地
質
学
の
三
つ
の
分
野
に
関
す
る
研
究
活
動
を
さ
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
は
人
間
に

関
わ
る
部
分
に
関
心
を
も
つ
ひ
と
た
ち
で
あ
り
、
現
在
の
考
古
学
、
歴
史
、
民
俗
学
に
あ
た
る
よ
う
な
領
域
が
対
象

と
な
る
。
熊
楠
は
た
し
か
に
博
物
学
の
仕
事
を
し
た
ひ
と
だ
が
、
そ
こ
か
ら
は
み
で
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
熊
楠

を
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
と
位
置
づ
け
て
は
、
お
か
し
い
だ
ろ
う
か
。

ア
ン
テ
ィ
カ
リ
に
は
、
だ
れ
で
も
な
れ
る
。
学
歴
や
地
位
や
階
層
は
関
係
な
い
。
も
ち
ろ
ん
資
格
も
必
要
な
い
。

そ
の
た
め
外
国
人
の
熊
楠
も
、
フ
ラ
ン
ク
ス
に
「
仲
間
」
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
モ
ノ
を
扱
う

と
い
う
特
徴
か
ら
、
博
物
館
と
い
う
場
が
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
た
ち
の
結
節
点
と
し
て
機
能
し
た
。
大
英
博
物
館
で
仕
事

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ラ
ン
ク
ス
や
リ
ー
ド
に
「
師
事
」
し
た
熊
楠
が
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
の
世
界
に
入
っ
て
い
っ
た

の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
従
来
か
ら
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
の
扱
っ
て
き
た
考
古
学
、
民

俗
学
、
歴
史
な
ど
へ
関
心
を
広
げ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

熊
楠
が
多
数
の
英
文
論
考
を
発
表
し
た
『
ノ
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー
ズ
（
Ｎ
＆
Ｑ
）』
も
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
た

ち
が
活
躍
す
る
雑
誌
で
あ
っ
た
。『
Ｎ
＆
Ｑ
』
は
一
八
四
九
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ン
・
ト
ム
ズ
と

い
う
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
や
神
話
の
研
究
者
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
。
ト
ム
ズ
は
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
生
ま

れ
。
一
八
四
五
年
か
ら
八
二
年
ま
で
上
院
の
文
書
館
に
勤
務
し
、
典
型
的
な
ロ
ウ
ワ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
下
級
官
吏
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で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
八
三
八
年
か
ら
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
の
代
表
的
な
団
体
の
ひ
と
つ
で
あ
る
カ
ム
デ
ン
協
会
の
セ

ク
レ
タ
リ
を
務
め
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
や
大
学
は
出
て
お
ら
ず
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。

『
Ｎ
＆
Ｑ
』
に
は
「
文
人
、
芸
術
家
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
、
系
図
研
究
者
の
た
め
の
情
報
交
換
誌
」
と
い
う
副
題
が

付
け
ら
れ
て
お
り
、
明
確
に
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
が
読
者
／
投
稿
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
（
た
だ
し
、
一
八
六
三
年

に
「
文
人
、
一
般
読
者
な
ど
」
に
変
更
）。
実
際
に
誌
面
を
見
て
も
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
に
よ
る
投
稿
が
多
い
。
署
名

に
「
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
」
と
添
え
ら
れ
た
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、
肩
書
き
に
Ｆ
Ｓ
Ａ
、
す
な
わ
ち
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
会
員

と
あ
る
人
物
が
少
な
く
な
い（
）。

こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
、
熊
楠
を
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
世
界
の
所
属
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
み
な
す
の
に
十

分
な
妥
当
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

四

熊
楠
と
頼
倫
の
出
席
し
た
例
会

一
八
九
七
年
五
月
一
三
日
の
例
会
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
、
理
由
、
目
的
は
不
明
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
ス
や
リ
ー

ド
か
ら
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
が
、
直
接
的
な
証
拠
は
見
つ

か
っ
て
い
な
い
。

こ
の
頃
は
頼
倫
の
二
度
目
の
ロ
ン
ド
ン
滞
在
の
宿
所
探
し
を
引
き
受
け
た
熊
楠
が
、
大
英
博
物
館
東
洋
図
書
部
長

の
ダ
グ
ラ
ス
と
交
渉
し
、
い
っ
た
ん
は
決
ま
り
か
け
た
も
の
の
、
や
が
て
決
裂
し
て
し
ま
っ
た
時
期
に
あ
た
る
。
頼

倫
と
行
動
を
と
も
に
す
る
機
会
は
多
く
、
例
会
の
あ
っ
た
一
三
日
以
降
も
、
あ
ち
こ
ち
へ
ガ
イ
ド
し
て
い
る
。
五
月

二
六
日
に
は
大
英
博
物
館
を
案
内
し
、
ダ
グ
ラ
ス
、
孫
文
と
引
き
合
わ
せ
た
。
九
月
三
日
に
は
、
キ
ュ
ー
・
ガ
ー
デ

ン
へ
行
っ
た
。
こ
の
あ
と
、
九
月
末
に
徳
川
頼
倫
は
イ
ギ
リ
ス
を
去
っ
て
渡
米
す
る
。

さ
て
、
五
月
一
三
日
の
例
会
【
図
２
】
で
は
、
会
長
の
フ
ラ
ン
ク
ス
が
病
気
の
た
め
、
副
会
長
の
ジ
ョ
ン
・
エ
ヴ

ァ
ン
ズ
が
座
長
を
務
め
た
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ク
ス
は
五
月
二
一
日
に
死
去
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
ハ
ロ
ル
ド
・
デ

ィ
ロ
ン
（
一
七
代
デ
ィ
ロ
ン
子
爵
）
が
会
長
に
選
出
さ
れ
る
。
デ
ィ
ロ
ン
は
、
当
時
、
人
類
学
会
の
会
長
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
日
の
例
会
で
熊
楠
は
デ
ィ
ロ
ン
と
会
話
を
交
わ
し
て
お
り
、
の
ち
に
神
社
合
祀
反
対
運
動
で
海
外
に
助
け

を
求
め
よ
う
と
し
た
と
き
、
筆
頭
候
補
と
し
て
デ
ィ
ロ
ン
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
る
（「
合
祀
反
対
論
英
訳
」『
牟

婁
新
報
』
一
九
一
〇
年
三
月
一
二
日
）。
な
お
、
熊
楠
は
ヂ
ー
ロ
ン
卿
、

ジ
ロ
ン
卿
と
記
し
た
。

柳
田
国
男
宛
の
書
簡
で
も
、「
か
つ
て
徳
川
侯
と
つ
れ
て
ジ
ロ
ン
卿

タ
ワ
ー
ル

（
ロ
ン
ド
ン
塔
す
な
わ
ち
大
武
庫
兵
器
陳
列
所
、
わ
が
遊
就
館
の
大
な

る
も
の
の
ご
と
し
、
そ
の
塔
の
総
裁
）
に
面
せ
し
と
き
、
侯
に
向
か

い
、
こ
の
人
真
に
驚
く
べ
き
学
者
な
り
と
言
わ
れ
し
は
、
小
生
は
何
と

も
思
わ
ず
、
ま
た
今
始
め
て
人
に
い
う
こ
と
な
る
が
、
ず
い
ぶ
ん
の
面

目
な
り
し
」（
）と
記
し
て
い
る
。

こ
の
日
の
ブ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（
例
会

の
記
録
で
あ
るProceegings

of
the

Society
of
Antiquaries

of
Lon-

don,
Second

Series,volxvi

に
よ
る
。
各
報
告
に
は
タ
イ
ト
ル
が
付

け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
発
表
者
名
と
概
要
を
示
し
た
）。

・
寄
贈
品
一
覧
の
報
告

図 2
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・
モ
ー
ガ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

テ
ム
ズ
河
で
発
見
さ
れ
た
バ
イ
キ
ン
グ
の
剣
【
図
３
】

リ
ー
ド
の
コ
メ
ン
ト

・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
リ
ー

テ
ム
ズ
河
で
発
見
さ
れ
た
、
右
と
同
時
代
の
ノ
ル
マ
ン
人
の
剣

・
シ
ド
ニ
ー
・
ク
レ
イ
ン

ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
で
見
つ
か
っ
た
煉
瓦
製
の
容
器

・
リ
ン
カ
ン
・
イ
ン
の
役
員
た
ち

一
五
世
紀
の
ア
ラ
バ
ス
タ
製
の
パ
ネ
ル
彫
刻

・
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ラ
ー
ク

リ
ン
カ
ン
・
イ
ン
で
出
土
し
た
水
差
し

ベ
イ
ル
ド
ン
の
コ
メ
ン
ト

・
エ
ヴ
ェ
ラ
ー
ド
・
グ
リ
ー
ン
（
書
簡
に
よ
る
報
告
）

大
司
教
位
の
紋
章
【
図
４
】

ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
プ
の
コ
メ
ン
ト

・
ウ
ィ
ン
ド
ル
教
授

図 3図 4
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マ
ン
セ
ッ
タ
付
近
の
ロ
ー
マ
時
代
の
焼
き
も
の

残
念
な
が
ら
、
参
加
者
リ
ス
ト
は
な
く
、
熊
楠
や
頼
倫
に
つ
い
て
も
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
き
の
熊
楠
の
回
想

に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
参
加
し
た
よ
う
で
あ
る
。
日
記
に
は
、
夜
の
九
時
に
到
着
し
た
と

あ
り
、
か
な
り
遅
い
時
間
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

熊
楠
は
土
宜
法
龍
へ
の
書
簡
（
一
九
〇
三
年
七
月
一
八
日
付
）
で
、
こ
の
と
き
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

か
つ
て
紀
州
侯
世
子
頼
倫
氏
に
陪
し
て
鎌
田
栄
吉
と
英
学
士
会
員
ク
ラ
ブ
に
饗
応
を
享
け
し
と
き
、
陪
膳
の

ガ
ウ
ラ
ン
ド
氏
（
旧
中
島
造
幣
所
長
）
い
わ
く
、
妙
な
こ
と
は
日
本
の
古
代
の
神
剣
も
今
こ
こ
に
（
そ
の
と

き
、
テ
ー
ム
ス
河
の
底
よ
り
出
で
た
る
を
、
世
子
の
覧
に
供
せ
し
な
り
）
あ
る
古
ブ
リ
ト
ン
人
の
太
古
の
剣

も
、
銅
と
錫
の
合
わ
せ
方
幾
千
分
の
一
匁
と
い
う
ま
で
も
微
細
に
合
う
こ
と
な
り
、
と
い
え
り
。（
）

テ
ム
ズ
川
の
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
剣
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
バ
リ
ー
（
な
い
し
モ
ー
ガ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
）
の
報
告
に
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。
終
了
後
の
会
食
中
に
、
ゴ
ー
ラ
ン
ド
が
日
本
の
例
と
対
応
さ
せ
て
説
明
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
頼
倫
の
こ
と
を
法
龍
に
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
一
九
〇
二
年
五
月
三
日
付
）。

徳
川
頼
倫
（
家
達
公
の
実
弟
に
て
紀
州
侯
の
世
子
た
り
）
龍
動
に
在
し
日
、
予
を
し
ば
し
ば
招
き
色
々
話
し

さ
せ
て
聞
れ
た
り
。
予
も
始
め
は
固
辞
せ
し
が
、
色
々
と
請
る
る
か
ら
往
る
な
り
。
此
人
学
問
は
嫌
ひ
な
り
と

い
ふ
。
予
思
ふ
に
指
導
其
法
を
得
ざ
る
に
出
る
こ
と
に
て
、
総
て
貴
人
は
愚
昧
の
黎
民
よ
り
は
性
質
の
優
れ
た

す
ぢ
み
ち

る
も
の
あ
り
と
思
ひ
、
諸
処
の
文
庫
、
博
物
館
等
へ
つ
れ
ゆ
き
、
分
り
や
す
く
大
体
の
道
理
を
条
立
て
て
話
せ

し
に
、
中
々
呑
み
込
み
よ
く
早
さ
と
り
の
人
に
て
、
一
つ
か
ど
の
智
識
を
得
た
り
と
悦
ば
れ
ぬ
。
予
言
ひ
し

は
、
欧
州
た
だ
見
て
雲
烟
過
眼
で
帰
た
り
と
て
何
の
益
な
き
夢
か
パ
ノ
ラ
マ
見
し
と
異
な
る
こ
と
な
か
る
べ

し
、
所
志
を
貫
き
一
事
を
成
す
と
か
、
終
夜
不
眠
し
て
発
明
し
て
世
を
益
す
る
と
か
は
貴
人
の
な
す
わ
ざ
に
適

む

せ
ず
、
一
番
此
行
を
無
に
せ
ぬ
こ
と
は
書
籍
多
く
買
ひ
来
り
、
人
に
見
せ
て
や
り
、
其
得
た
る
話
し
て
聴
き
て

自
ら
楽
ま
れ
よ
と
申
せ
し
。
果
し
て
其
通
り
に
多
々
書
籍
を
買
ひ
入
れ
、
旧
来
の
蔵
書
と
共
に
飯
倉
町
の
邸
に

南
葵
文
庫
と
い
ふ
を
公
開
し
、
旧
臣
の
子
弟
を
集
め
縦
覧
せ
し
め
居
る
由
新
聞
に
て
見
た
り
。
こ
れ
は
施
餓
鬼

や
奉
捨
な
ど
に
ま
さ
る
こ
と
万
々
に
て
、
実
に
貴
人
の
相
当
の
楽
み
な
る
上
、
自
来
旧
臣
の
子
弟
よ
り
人
物
多

く
出
る
こ
と
は
期
し
て
待
つ
べ
し
。（
）

五

ゴ
ー
ラ
ン
ド

こ
の
日
は
日
本
や
東
洋
関
連
の
報
告
は
な
く
、
熊
楠
ら
の
参
加
し
た
理
由
が
分
か
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
直

前
の
例
会
を
確
認
す
る
と
、
ゴ
ー
ラ
ン
ド
が
四
月
二
九
日
、
五
月
六
日
の
例
会
で
報
告
（
ペ
ー
パ
ー
の
読
み
上
げ
）

し
て
い
る
の
が
見
つ
か
る
。‘O

n
the

C
ham

bered
Tum

uliand
B

urialM
ounds

of
Japan’

と
題
さ
れ
、
石
室
を
も

つ
日
本
の
古
墳
に
つ
い
て
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
例
会
終
了
後
に
、
熊
楠
と
頼
倫
に
対
し
て
、
前
述
の
「
神
社
合
祀
反
対
意
見
」
の
よ
う

な
こ
と
を
説
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ゴ
ー
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
日
本
考
古
学
の
誕
生
に
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
非
常
に
先
行
研
究
が
多
く
、
ア
ン
テ
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ィ
カ
リ
協
会
関
連
で
は
、
竹
村
亮
仁
ら
が
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
る（
）。

熊
楠
の
日
記
に
は
、
ゴ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
一
八
九
七
年
に
六
件
が
見
つ
か
る
。

◇
五
月
一
三
日

夕
館
よ
り
帰
途
鎌
田
氏
を
訪
、
世
子
方
に
行
、
鎌
田
氏
を
待
合
せ
、
九
時
過
古
物
学
会
に
行
く
。
畢
て
リ
ー

ド
、
ガ
ウ
ラ
ン
ド
二
氏
と
五
人
、
学
士
会
ク
ラ
ブ
に
行
、
一
飲
の
後
リ
ー
ド
氏
と
つ
れ
歩
し
て
其
宅
近
く
ゆ
き

分
る
。

◇
五
月
二
八
日

午
下
ガ
ウ
ラ
ン
ド
を
訪
ふ
。
そ
れ
よ
り
博
物
館
に
之
、
ダ
グ
ラ
ス
氏
に
面
す
。
氏
、
世
子
の
室
の
謝
絶
状
を

出
す
こ
と
に
決
す
。

◇
五
月
二
九
日

午
後
ガ
ウ
ラ
ン
ド
氏
を
訪
、
三
時
に
至
り
田
島
氏
を
訪
ふ
。

◇
六
月
一
二
日

夜
ガ
ウ
ラ
ン
ド
を
訪
、
已
に
十
一
時
前
な
れ
ば
開
け
ず
。
見
る
内
灯
消
ゆ
。
因
て
散
歩
し
て
帰
る
。

◇
六
月
一
四
日

午
後
ガ
ウ
ラ
ン
ド
を
訪
、
不
在
。
所
借
の
書
を
返
し
、
田
島
氏
を
訪
。
夕
別
れ
出
、
ト
テ
ン
ハ
ム
コ
ー
ト
に

至
り
、
飯
ひ
か
え
る
。

◇
一
一
月
一
五
日

夜
荒
川
氏
及
ガ
ウ
ラ
ン
ド
を
訪
、
不
在
。

五
月
一
三
日
の
例
会
の
日
に
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
あ
と
、
ゴ
ー
ラ
ン
ド
宅
を
五
回
訪
問
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

実
際
に
会
え
た
の
は
二
回
だ
け
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
熊
楠
が
ゴ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
借
り
た
書
籍
に
つ
い
て
の
詳
細
は

不
明
。

さ
ら
に
日
記
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
一
日
に
、「
九
月
の
ネ
ー
チ
ュ
ー
ル
に
出
た
る
マ
ン
の

広
告
を
見
て
ガ
ウ
ラ
ン
ド
氏
の
死
を
知
る

予
の
知
人
也
」
と
あ
る
。『
マ
ン
』
は
人
類
学
会
の
機
関
誌
で
、
の
ち

に
熊
楠
も
一
九
〇
一
〜
二
〇
年
分
を
一
括
購
入
し
た
。
な
お
、
南
方
熊
楠
顕
彰
館
の
蔵
書
類
に
は
、
ゴ
ー
ラ
ン
ド
関

連
の
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

六

熊
楠
の
史
跡
保
存
運
動
へ

ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
例
会
へ
の
参
加
は
わ
ず
か
一
回
か
ぎ
り
で
は
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ク
ス
や
リ
ー
ド
と
の
関
わ

り
、
そ
し
て
ゴ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
話
と
合
わ
せ
、
熊
楠
に
史
跡
保
存
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
一
二
年
二
月
九
日
付
の
白
井
光
太
郎
宛
書
簡
に
同
封
さ
れ
た
原
稿
で
あ
る
「
神
社
合
祀
に
関
す
る
意
見
」
で

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

和
歌
山
市
近
き
岩
橋
村
に
、
古
来
大
名
が
高
価
の
釜
壺
を
埋
め
た
り
と
唄
う
童
謡
あ
り
。
熊
楠
ロ
ン
ド
ン
に

あ
り
し
日
、
こ
れ
を
考
え
て
か
の
村
に
必
ず
上
古
の
遺
物
を
埋
め
あ
る
な
ら
ん
と
思
い
、
こ
れ
を
徳
川
頼
倫
侯

に
話
せ
し
こ
と
あ
り
。
侯
、
熊
楠
の
言
に
よ
り
し
か
否
は
知
ら
ず
、
数
年
前
こ
の
こ
と
を
大
学
連
に
話
し
、
大

野
雲
外
氏
趣
き
掘
り
し
に
、
貴
重
の
上
古
遺
品
お
び
た
だ
し
く
発
見
せ
り
、
と
雑
誌
で
見
た
り
。
英
国
の
リ
ッ

南方熊楠の見たイギリスの考古学

63



プ
ル
河
辺
の
民
、
昔
よ
り
一
の
丘
上
に
登
り
一
の
谷
を
見
れ
ば
英
国
無
双
の
宝
物
を
得
べ
し
と
い
う
古
伝
あ

う
そ

り
。
啌
と
思
い
気
に
掛
く
る
人
な
か
り
し
に
、
七
十
二
年
前
、
果
た
し
て
そ
こ
よ
り
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
大
王
時
代

お
よ
び
そ
の
少
し
の
ち
の
古
銀
貨
計
七
千
枚
、
外
に
宝
物
無
数
掘
り
出
せ
り
。
紀
州
西
牟
婁
郡
滝
尻
王
子
社

は
、
清
和
帝
熊
野
詣
り
の
御
旧
蹟
に
て
、
奥
州
の
秀
衡
建
立
の
七
堂
伽
藍
あ
り
。
金
を
も
っ
て
装
飾
せ
し
が
天

正
兵
火
に
亡
失
さ
る
。
某
木
の
某
の
方
角
に
黄
金
を
埋
め
た
り
と
い
う
歌
を
伝
う
。
数
年
前
そ
の
所
を
考
え
出

し
、
夜
中
大
な
る
金
塊
を
掘
り
得
て
逐
電
せ
る
者
あ
り
と
い
う
。（
）

地
中
か
ら
古
代
の
貴
重
な
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
例
を
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
か
ら
紹
介
し
、
な
お
か
つ
現
地
に
伝
わ
る

「
童
謡
」「
歌
」
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
さ
に
考
古
学
と
民
俗
学
の
合
流
点
に
あ
る
よ
う
な
逸
話
と
い
え

る
。一

九
一
〇
年
一
月
一
八
日
か
ら
『
牟
婁
新
報
』
に
連
載
さ
れ
た
「
神
社
合
祀
反
対
意
見
│
人
類
学
校
長
博
士
坪
井

正
五
郎
教
授
及
び
同
会
員
大
野
雲
外
君
に
与
へ
た
る
書
簡
」
で
は
、
す
で
に
引
用
し
た
ロ
ン
ド
ン
で
の
頼
倫
と
の
会

話
に
続
け
て
、「
富
田
の
権
現
平
な
る
岡
に
、
金
比
羅
社
有
し
﹇
…
…
﹈
里
伝
に
、
古
へ
熊
野
権
現
此
岡
に
鎮
座
せ

し
﹇
…
…
﹈
此
所
で
も
古
器
出
で
し
事
あ
り
」
と
し
、
さ
ら
に
、

今
紀
州
の
諸
社
を
見
る
に
、
多
く
は
太
古
其
地
を
司
り
住
み
し
貴
人
の
塚
の
上
に
立
る
者
に
て
﹇
…
…
﹈
其

中
実
に
「
陵
墓
制
」
な
る
も
少
か
ら
ず
「
遺
品
」
を
伏
□
る
も
多
し
、
耶
蘇
教
は
過
激
の
教
に
て
、
其
欧
州
に

入
り
弘
ま
る
に
際
し
、
一
切
の
古
社
旧
蹟
を
滅
却
し
て
顧
み
ず
、
其
余
弊
英
独
の
旧
邦
と
自
称
す
る
す
ら
、
辛

う
じ
て
六
七
百
年
前
の
史
蹟
を
存
せ
る
の
み
、
故
に
目
今
鋭
意
し
て
有
史
前
の
遺
蹟
を
還
原
保
存
す
る
に
務

め
、
随
所
其
会
合
あ
り
、
甚
し
き
は
、
知
人
「
ノ
ー
マ
ン
ロ
ツ
キ
ヤ
ー
」
男
等
は
断
片
の
里
話
と
星
暦
の
学
と

を
参
考
し
て
精
緻
の
科
学
機
械
を
発
明
し
以
て
古
碑
古
塚
を
□
興
せ
る
に
力
め
居
れ
り（
）

と
す
る
。
そ
の
あ
と
に
も
、「「
ネ
ー
チ
ユ
ー
ル
」
雑
誌
、
十
一
月
十
一
日
刊
行
の
分
に
、
独
逸
国
自
然
遺
蹟
保
存
会

奨
励
の
実
況
を
載
せ
あ
る
を
見
て
」（
一
月
一
八
日
）、「
熊
野
諸
王
子
の
社
を
見
る
に
何
れ
も
最
古
き
本
邦
固
有
の

神
社
に
し
て
実
は
上
世
貴
人
の
塚
を
斎
祀
せ
る
を
、
後
に
神
書
に
著
き
諸
神
を
勧
請
し
、
社
殿
を
其
上
に
建
た
」

（
一
月
二
一
日
）
と
あ
る
。
熊
楠
の
意
識
が
史
跡
や
遺
物
の
保
存
へ
向
か
っ
て
い
る
の
が
読
み
と
れ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
た
ち
は
博
物
館
と
強
い
つ
な
が
り
を
も
っ
た
。
大
英
博
物
館
の
フ
ラ
ン
ク
ス
と

リ
ー
ド
が
代
表
で
あ
る
が
、
も
っ
と
早
い
時
期
に
も
、
た
と
え
ば
イ
ラ
イ
ア
ス
・
ア
シ
ュ
モ
ー
ル
（
一
六
一
七
〜
九

二
年
）
が
集
め
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ア
シ
ュ
モ
リ
ア
ン
博
物
館
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク

ス
は
自
身
で
も
ロ
ー
マ
遺
物
、
東
洋
陶
磁
、
根
付
、
カ
ー
ド
な
ど
を
集
め
、
の
ち
に
あ
ち
こ
ち
の
博
物
館
に
収
蔵
さ

れ
た
。
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
た
ち
の
集
め
た
も
の
の
保
存
と
管
理
に
は
、
博
物
館
へ
の
収
蔵
が
確
実
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
こ
こ
か
ら
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
方
法
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
考
古
遺
物
を
集
め
る
に
は
、
も

ち
ろ
ん
自
分
で
発
掘
す
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
ほ
か
の
発
掘
者
や
仲
介
業
者
か
ら
購
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
遺
物
、
遺
跡
、
出
土
品
は
誰
の
所
有
に
帰
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
、
現
在
ま
で
つ
づ
く
問
題
を
見
て
と
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
こ
と
に
熊
楠
は
気
付
い
て
お
り
、「
南
方
二
書
」
で
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

英
国
のtreasure

trove

の
法
に
倣
い
、
土
器
、
石
器
、
そ
の
ほ
か
土
中
よ
り
掘
り
出
す
考
古
上
の
品
は
、
一
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切
皇
室
の
物
と
し
、
そ
の
筋
へ
献
上
し
、
そ
の
筋
に
て
御
査
定
の
上
、
大
学
ま
た
は
帝
室
博
物
館
へ
留
め
置
か

れ
、
さ
ま
で
に
も
な
き
品
は
本
人
に
下
付
し
て
随
意
に
売
却
せ
し
め
、
ま
た
社
地
よ
り
出
た
る
も
の
は
、
こ
れ

を
そ
の
社
に
下
付
し
て
神
宝
と
し
、
永
世
保
存
せ
し
む
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
は
も
っ
と
も
必
要
な
る
こ
と
に
て
、
只
今
も
当
地
近
く
、
古
塚
よ
り
曲
玉
、
イ
ン
ベ
、
管
石
等
お
び

た
だ
し
く
出
で
候
も
、
小
生
は
往
き
視
ず
。
視
た
と
こ
ろ
で
、
た
だ
た
だ
姦
商
を
惹
き
出
し
、
種
々
悪
策
を
生

ぜ
し
む
る
の
み
な
れ
ば
な
り
。
こ
の
辺
で
出
る
古
器
に
珍
な
も
の
多
き
も
、
何
の
わ
け
も
な
く
散
佚
す
る
は
惜

し
む
べ
し
。
何
と
ぞ
政
府
に
こ
の
こ
と
に
関
す
るbureau

を
作
り
、
軽
便
な
る
方
法
を
も
っ
て
、
か
か
る
も

の
出
る
ご
と
に
役
場
よ
り
一
切
ひ
と
ま
ず
政
府
へ
送
ら
せ
、
大
学
等
に
て
鑑
査
の
上
、
取
り
上
ぐ
べ
き
も
の
は

皇
室
の
御
有
と
し
て
、
大
学
等
へ
留
め
置
か
れ
（
英
国
も
然
り
）、
不
明
の
分
は
本
人
へ
還
す
よ
う
あ
り
た
き

こ
と
な
り
。

さ
て
、
漸
を
も
っ
て
諸
神
社
蹟
ま
た
古
塚
等
を
巡
廻
し
て
発
掘
さ
せ
、
一
切
皇
室
の
御
物
と
さ
れ
た
き
こ
と
な

り
。（
そ
れ
ぞ
れ
へ
御
貸
し
下
げ
は
適
宜
と
す
。）（
）

近
世
以
降
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
国
土
は
す
べ
て
究
極
的
に
は
国
王
の
所
有
下
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、treasure

trove

、
す
な
わ
ち
出
土
物
も
国
王
の
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、
考
古
遺

物
の
発
見
者
は
報
告
の
義
務
を
課
さ
れ
た
。
適
切
な
公
的
機
関
に
引
き
渡
さ
れ
た
の
ち
、
博
物
館
な
ど
に
収
蔵
さ
れ

た
場
合
に
は
、
対
価
と
し
て
「
適
切
な
金
額
」
が
財
務
省
か
ら
支
払
わ
れ
る
の
が
慣
行
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
熊

楠
は
知
っ
て
お
り
、
松
村
任
三
を
相
手
に
、
日
本
で
も
同
様
の
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
し
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
埋
蔵
文
化
財
の
出
土
に
対
応
す
る
も
の
だ
が
、
一
方
で
日
本
の
「
史
蹟
」
に
あ
た
る
も
の
を
保
護
す
る
法

律
は
、イ
ギ
リ
ス
で
はA

ncientM
onum

ents
Protection

A
ct1882

（
正
し
く
は
、An
A

ctfor
the

better
protection

of
A

ncientM
onum

ents

）
を
嚆
矢
と
す
る
。
中
心
に
な
っ
て
推
進
し
た
ジ
ョ
ン
・
ラ
ボ
ッ
ク
は
、
銀
行
家
、
政
治

家
、
生
物
学
者
、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
で
、
大
英
博
物
館
理
事
も
務
め
、
人
類
学
会
の
初
代
会
長
（
一
八
七
一
〜
七
二

年
）、
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
協
会
の
会
長
（
一
九
〇
四
〜
〇
八
年
）
に
も
就
い
て
い
る
。

ラ
ボ
ッ
ク
は
一
八
七
三
年
か
ら
立
法
に
向
け
て
活
動
し
て
お
り
、
当
初
は
「
先
史
時
代
や
ロ
ー
マ
時
代
の
ア
ン
テ

ィ
キ
テ
ィ
ー
ズ
」
を
対
象
と
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
ま
さ
に
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
に
よ
っ
て
、
ア
ン
テ
ィ
キ
テ
ィ
ー
ズ

を
守
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
法
律
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
は
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」、
す
な
わ
ち
構
造
物
へ
と
変
更

さ
れ
た
が
。
一
八
八
二
年
法
の
あ
と
は
、
一
九
〇
〇
年
法
、
一
九
一
〇
年
法
な
ど
と
し
て
改
正
さ
れ
て
い
く
。

一
八
八
二
年
法
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
六
八
ヶ
所
の
遺
跡
の
保
護
を
目
的
と
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
先
史
時
代
の
も
の

で
あ
り
、
多
く
は
土
塁
な
ど
の
地
表
構
造
物
、
石
造
の
遺
跡
で
あ
っ
た
。
一
覧
を
見
る
と
、
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
、
シ

ル
ベ
リ
ー
・
ヒ
ル
、
エ
ー
ヴ
ベ
リ
の
ヘ
ン
ジ
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。

熊
楠
の
時
代
の
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
た
ち
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
文
化
財
保
護
と
法
整
備
に
奔
走
し
て
い
た（
）。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
身
近
に
見
聞
き
し
て
い
た
熊
楠
が
、
神
社
合
祀
反
対
運
動
に
際
し
て
参
考
と
し
た
の
は
、
当
然

と
い
え
よ
う
。

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
熊
楠
を
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
や
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
世
界
か
ら
再
照
射
す
る
こ

と
は
、
熊
楠
研
究
に
新
し
い
局
面
を
開
く
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
文
化
財
保
護
の
始
ま
り
を
明
ら
か
に
す
る
に
も
重

要
な
の
で
あ
る
。
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注（
１
）
志
村
真
幸
「
南
方
熊
楠
の
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
│
モ
ー
ス
の
大
森
貝
塚
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
」『〈
他
者
〉
と
し
て
の
カ
ニ
バ
リ

ズ
ム
』
橋
本
一
径
編
、
水
声
社
、
二
〇
一
九
年
。
／
武
内
善
信
『
闘
う
南
方
熊
楠
│
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
の
先
駆
者
』
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
二
年
。
／
中
尾
優
司
「
大
森
貝
塚
と
西
ヶ
原
貝
塚
に
お
け
る
南
方
熊
楠
の
採
集
と
考
察
」
南
方
熊
楠
研
究

会
、
二
〇
一
九
年
八
月
四
日
（
口
頭
発
表
）。

こ
れ
ら
を
接
続
す
る
試
み
と
し
て
、
二
〇
二
三
年
度
の
南
方
熊
楠
研
究
会
夏
期
例
会
に
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
南
方
熊

楠
と
考
古
学
」（
二
〇
二
三
年
八
月
五
日
、
領
塚
正
浩
、
牛
山
英
昭
、
志
村
真
幸
、
武
内
善
信
、
西
村
鋼
児
）
を
開
催
し

た
。

（
２
）
徳
川
頼
倫
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
し
た
。
林
淑
姫
「
徳
川
頼
倫
試
論
（
一
）
│
ひ
と
・
仕
事
・
時
代
」『
南
葵
音
楽

文
庫
紀
要
』
四
号
、
二
〇
二
一
年
。
／「
徳
川
頼
倫
」
南
方
熊
楠
顕
彰
館
、
第
三
七
回
月
例
展
、
岸
本
昌
也
、
二
〇
一
三

年
一
〇
月
五
日
〜
一
一
月
三
日
。

（
３
）
松
居
竜
五
「
Ｃ
・
Ｈ
・
リ
ー
ド
か
ら
南
方
熊
楠
へ
の
来
簡
│
内
容
紹
介
と
翻
刻
・
翻
訳
」『
熊
楠
研
究
』
一
一
号
、
二

〇
一
七
年
。
／
田
村
義
也
・
松
居
竜
五
・
志
村
真
幸
・
プ
ラ
ダ
ン
ゴ
ウ
ラ
ン
ガ
チ
ャ
ラ
ン
「
南
方
熊
楠
自
筆
資
料

大

英
博
物
館
所
蔵
フ
ラ
ン
ク
ス
お
よ
び
リ
ー
ド
宛
て
書
簡
」『
熊
楠
研
究
』
一
七
号
、
二
〇
二
三
年
。

（
４
）
『
改
正
増
補

英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
堀
達
之
助
編
、
開
成
所
、
一
八
六
七
年
、
一
八
ペ
ー
ジ
。

（
５
）
同
。

（
６
）
川
島
昭
夫
「
英
国
の
尚
古
家
│
ス
コ
ッ
ト
・
ボ
イ
ル
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
も
」『
日
本
古
書
通
信
』
九
六
二
号
、
二
〇
〇
九

年
、
四
ペ
ー
ジ
。

（
７
）
同
。

（
８
）
同
、
五
〜
六
ペ
ー
ジ
。

（
９
）
武
内
、
前
掲
書
。
／
橋
爪
博
幸
「
南
方
熊
楠
と
「
糸
田
猿
神
祠
」
合
祀
事
件
」『
人
間
・
環
境
学
』
六
号
、
一
九
九
七

年
。

（
１０
）
『
南
方
熊
楠
全
集
』
七
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
、
五
二
〇
〜
五
二
一
ペ
ー
ジ
。

（
１１
）
一
月
一
八
日
掲
載
分
。
野
村
さ
な
え
に
よ
る
翻
刻
を
利
用
し
た
。

（
１２
）
『
南
方
熊
楠
全
集
』
別
巻
二
、
平
凡
社
、
一
九
七
五
年
、
二
三
七
〜
二
三
八
ペ
ー
ジ
。

（
１３
）
武
内
、
前
掲
書
、
二
七
一
ペ
ー
ジ
。

（
１４
）
吉
永
武
弘
「
徳
川
頼
倫
と
南
方
熊
楠
の
出
会
い
│
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
紀
州
出
身
者
の
集
い
と
そ
の
日
付
問
題
」『
関

西
英
学
史
研
究
』
一
号
、
二
〇
〇
五
年
。

（
１５
）
川
島
、
前
掲
、
五
ペ
ー
ジ
。

（
１６
）
同
、
六
ペ
ー
ジ
。

（
１７
）
同
。

（
１８
）
志
村
真
幸
『
南
方
熊
楠
の
ロ
ン
ド
ン
│
国
際
学
術
雑
誌
と
近
代
科
学
の
進
歩
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇

年
、
一
六
〇
ペ
ー
ジ
。

（
１９
）
『
南
方
熊
楠
全
集
』
八
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
、
二
一
一
ペ
ー
ジ
。

（
２０
）
『
南
方
熊
楠

土
宜
法
竜

往
復
書
簡
』
八
坂
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
三
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
２１
）
『
高
山
寺
蔵

南
方
熊
楠
書
翰

土
宜
法
龍
宛

1893-1922

』
奥
山
直
司
・
雲
藤
等
・
神
田
英
昭
編
、
藤
原
書
店
、
二

〇
一
〇
年
、
三
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
２２
）
竹
村
亮
仁
「
ロ
ン
ド
ン
古
物
学
協
会
ゴ
ー
ラ
ン
ド
・
ノ
ー
ト
と
大
英
博
物
館
ゴ
ー
ラ
ン
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
比

較
・
照
合
」『
京
都
橘
大
学
大
学
院
研
究
論
集
．
文
学
研
究
科
』
一
三
号
、
二
〇
一
五
年
。
／
竹
村
「
ロ
ン
ド
ン
古
物
学

協
会
に
残
る
古
墳
資
料
│
金
属
製
品
に
関
す
る
ゴ
ー
ラ
ン
ド
記
録
」『
京
都
橘
大
学
大
学
院
研
究
論
集
．
文
学
研
究
科
』

一
九
号
、
二
〇
二
一
年
。

（
２３
）
『
南
方
熊
楠
全
集
』
七
巻
、
五
五
七
ペ
ー
ジ
。

（
２４
）
一
月
一
八
日
掲
載
分
。

（
２５
）
『
南
方
熊
楠
全
集
』
七
巻
、
五
〇
八
ペ
ー
ジ
。

（
２６
）
熊
楠
が
イ
ギ
リ
ス
流
の
文
化
財
保
護
を
め
ざ
し
た
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
流
を
と
り
い
れ
た
日
本
の
文
化
財
保
護
（
史
蹟
名
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勝
天
然
記
念
物
保
存
法
）
と
対
立
し
、
徳
川
頼
倫
を
批
判
に
す
る
姿
勢
に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

一
九
二
二
年
の
日
記
に
つ
い
て
は
、
岡
本
清
造
・
中
瀬
喜
陽
に
よ
る
翻
刻
資
料
を
利
用
し
た
。
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British Archeology Seen by MINAKATA Kumagusu:
Focusing on the Society of Antiquaries of London

Masaki SHIMURA

While MINAKATA Kumagusu (1867­1941) was staying in UK, he had a chance to attend a
regular meeting (13, May, 1897) of the Society of Antiquaries of London. TOKUGAWA
Yorimichi (1872­1925), the heir of the Lord of Kishu where Minakata’s family long lived, ac­
companied him to this meeting. After the meeting, William GOWLAND (1842­1922), former di­
rector of the Nakanoshima Mint in Osaka, explained about the importance of the preservation of
the historic sites to the Japanese guests. Kumagusu was then making academic research in the
British Museum where he made friends with so called ”antiquaries” such as A. W. Franks and C.
H. Read, then working as the curator of the major departments of the Museum. The antiquaries
at the time were making efforts to enact An Act for the better protection of Ancient Monuments,
and Kumagusu who later launched a pioneering natural preservation movement in Japan, was
probably deeply inspired by these British antiquaries. It is therefore quite important to redefine
the thought and activities of Kumagusu in the context of the British archeology and antiquary
movement.
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